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筆者が担当する研究室では，実験室内でのポストテンション方式 PC の製作は以前から行われており，PC 梁の強
度，破壊性状，長期に渡る耐久性など，コンクリート研究の題材として用いられてきた．一方，実社会では工場で製作
されたプレテンション方式 PC も多く使用されており，今後問題となっていくであろう PC の経年劣化や部分的不具合に





















設計したプレテンション方式 PC 製作機器の全体図を図 1 に示す．角型鋼管 (175×175，L = 800 mm)， H 型鋼
(175×175，L = 2100 mm) それぞれ 2 本ずつ用いて長方形に組み立てる．これを平らな床に据えて使用する．この
中には既存の梁製作用鋼製型枠(1750×315×270 mm）が入り，コンクリート打込み後の PC 鋼材を切断するスペース
および作業用のスペースを考慮している． 
プレストレス導入時の反力は 2 本の H 型鋼が受け持つ．角型鋼管には PC 鋼材を通す穴と，角型鋼管と H 型鋼を
ボルト接続する穴をあけている．この機器は可搬式の油圧ジャッキでプレストレス導入が可能である． 
重量は全体で 220 kg であり，角型鋼管が 1 本 25 kg，H 型鋼が 1 本 85 kg である．全体をクレーンで吊り上げるた








比重(鉄鋼) ： 7.85 g/cm3 ， ヤング率(鉄鋼) ：E = 2.06×105 N/mm2 ，  
プレストレス導入荷重 ：P = 1.00×105 N ， 
角型鋼管 ： 175×175，L = 800 mm ， 断面 2 次モーメント ： I = 3.25×107 mm4 











ここで，m は柱端の条件による定数であり，固定端-自由端の m = 0.25 とした． 













図 1 プレテンション方式 PC 製作機器全体図 
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